
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  ８月９日、籠原運輸区 113行路の乗務員の対応をめぐり旅客から苦情が寄せられました。

苦情の内容は「倉賀野～高崎間で車掌から罵声を浴びせられた」というものでした。そして、

当該乗務員に対し「お客さまの苦情と申告内容に乖離があるため事実経過の確認」を行うこ

とを目的に変形日勤が命じられています。しかし、変形日勤の中では「過去の事象について無

意識でやっていて具体性がなければ乗せられない」「医者へ行くべき」など恫喝とも受け取れ

る内容の見せしめ的日勤教育が行われています。今回の対応により、職場では不安と疑問の

声があげられています。 
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「旅客からの苦情に伴い変形日勤を命じた

事象に関する緊急申し入れ」について 

４項目を本日提出！！ 
 

１．８月９日、籠原運輸区 113行路の乗務員の対応に伴う旅客から

苦情の内容について明らかにするとともに、苦情に伴う教育の考

え方について明らかにすること。 

２．当該乗務員に対し変形日勤を命じた根拠及び目的を明らかにす

ること。 

３．当該乗務員に行った教育の内容を明らかにすること。 

４．当該乗務員を早急に乗務復帰させること。 
 

日勤教育を中止させ、早期乗務復帰を勝ち取ろう！ 


